
ヤ

-6 -i 代表者 経理責任者 起案者

妥設 盛 守勢
唱 ~・・

区 分 事 由 |費 目- . 人』ム 額 言十

51, 600 行政調査旅費(幕張メ yセ、第 3 回 交通費 旅費 自動車燃料費
1 調査研究費

。，

51, 6QO 
地方創生EXPO) 資料作成費 調査委託費 振込料

戸

, 
会場費\ 講師謝金 出席者負担金 L 会費

旬、

2 研 イ彦 費 交通費 旅費. 自動車燃料費

-資料作成費 食糧費 J 振込料

会場費 交通費 ，自動車燃料費

3 広 報.費
資料作成費 広報誌(紙)

、

報告書等印刷費.

送料(折込料含む) I ワェブベ}ジ掲載代 茶菓子代

振込料
. 

4 広 聴、 t 費
会場費 .交通費 自動車燃料費

資料作成費 茶菓子代 振込料.. 

交通費 旅費 自動車燃料費
5 要請・陳情活動費

資料作成費 振込料

会場費 交通費 自動車燃料費
6 会 議 。費

資料作成費 振込料

印刷製本費 i 翻訳料 筆耕:料
7 資料作成費

振込料

法規追録代. 参考図書代. 新開(日刊紙)購読料
8 資料購入費

雑誌等購読料 有料デ}タベ}ス等利用料 振込料
，・

9 人 件費 . 賃金 社会保険料等 振込料

備品購入費 事務機器等ロース代 消耗品等事務費
10 事務所費

-印刷代 ‘ 振込料 配送手数料

通信運搬・自動 電話料等(按分)， 郵便料等 自動車燃料費(按分)
11 
車燃料費 その他

~I支即日 現金出納簿 会使用者 共通 令和 2年 1 ・ 2 月 3 日 l口〉、 言十 5L 600 円.支出番号
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別記第 5 号様式・

出張(調査等)申請書兼旅費請求書

支出番号 念
会派会長様

申請代表者氏名

一一一一 一一守一一.一一一一一

下記の用務により出張(調査等)したいので申請すでるとともに、旅費を請求いたします。

請求金額

目的 1

記

51, 600 円 ('1 人あたり 25， 800 円)

※別紙、。旅費計算書のとおり

行政調査

幕張メッセ ¥" 

用務先「一…:一一一一一一一一…一一一十

ト第 3 回地方創生 EXPO にて、各出展社ブース視察及び、講演会 CSociety5. 0 を実現する:
一一…………一。一一一一一

内- 容|スマートシティ推進プラットヲオーム「都市.OSJ /"-.J事例:会津若松市における地方創

生の構想と今後の展望/"-.J)参加。

期 間|令和 2年 2月 6 日 γ 年月 13 (泊日)
戸守|聞の通り一一一一一~--~~-二一一一一一

-大城宏之 ぃ

・佐藤栄作 ト

出張(調査等)者ト………一一一一…………"向 H~"""M' …一十…

氏 '名ド……←一一“…一…… ←一

〆r 

特記事項 叩_....._"........_.…一一一 一咋……………_.............-_..._...._..__..._...一一一一一一

上記のとおり出張(調査等)を許可します4

会派会長 経理責任者 受理日 令和 2年 2 月 3 日

l\4う2お誌hY もち，~ . 許可日 令和 2年 2 月 3 日

、 γ 支出日 :令和 2年 2 月 3 日

上記金額を受領aしました。

令和 2年 2 月.' 3 日 申請代表者氏名 鴎栄n{動



令和元年度志朔会行政調査行程表

1 行程

ロ 1 日目; 2月6日(木)

18:31 

19:00_ 
JR京葉線
東京行

2 人員 2名

.
一

佐藤栄作議員

大城宏之議員

3 視察内容

1 令和2年2月 6日(水)
【リード@エグジ、ビ、ジ、ヨンジャパン(株) ] 

0第3田地方創生EXPO

4 事務局連絡先。会場 5 その{也

再.

O[事務局】リード・エグジピ、ジョンジ、ャパン(株)

東京都新宿区西新宿1-26-2
新宿野村ピル18階
【会場】幕張メツセ
千葉県千葉市美浜区中瀬2-1



…一一一一-....._........_.._-----一一一一一一一一一一一一ー…一一一一

行政調査旅費計算書

会派名 :志朔会
参加議員 :佐藤栄作 大城

日程 :令和2年2月6日(木)
一一一一一回行先一一ー÷幕張ーメツセ- (千葉県千葉市美浜区中瀬2-1)←一一一一一

宏之

郡
山
駅

東
京
駅

海
浜
幕
張
駅

東
京
駅

新幹線
226 担 7

郡
山
駅

2月6日

9, 020 
13 ,780 

。

。

一
一
一
一
一
一

1. 

0 

0 

0 

0 

Ji・
22 ,800 

1 a = 3,000 
泊= 0 

25 ,800 

22 ,800 
3,000 x 

14,800 X 

費
当
費
一
計

通
泊
一

交
日
宿
一
合 円51 , 600 2名=ﾗ 円



別記第 6 号様式

出張(調査等)報告書兼旅費精算書

会派会長様

支出番号 8 

一一一一一千軍ーのとおり出張一(調査等)ーしたので報告す石とと日ご受領した旅費を精算ー(返樹T T;\-jどし主主一一一 一

出張(調査等)議員名

・大城宏之

-佐藤栄作

a,
v ⑮

一
⑮
一
⑮

. 

. 

. i ⑮ 

. 

. 

. 

ロ
い
]

三
日

期 間 令和 2年 2 月 6 日 r、、J 年 月 日( 泊 日)

行政調査
一一一一一一一一一一一…………・…一一..---_.......__.._"......_.

目 白台
……一一--_.・.._-_..........._.."..-・…._..........…・…一一一一一一一一一

幕張メッセ
……... .. ・M・-“…ー…………_......__._--…一一....._-_.....・...…………… ……......…………一一一

用 務先

イ'丁ー 程 別紙行程表のとおり

第 3 困地方創生 EXPO にて、各出展社ブース視察及び、講演会参加。

内容及び成果 …………………一………ー……………一…ー……ー一一……… 一 附山向剛山山岬山問........…...……"凹…"剛，，，.……酢山……"山一“由.山……島"川M山……川山………剛山………...………….. 山………一.叩山…一一"凹…一一一'一一一一一一一一一………目一……………-目山…………陣問……………'向山…………崎叩………….山一……甲叩一…山酬a・m・-…
成果については別紙のとおり

旅費精算 受領額 精算額 返納額
51， 600 円 51 ， 600 円 0 円

4. 

上記のとおり出張(調査等)の内容を確認するとともに、精算を受けました。

会派会長|経理責任者受理日|令和2年

命|場 I 確認日|一
明571 1 |精算日|令和 2年

2 月 1 8 日

2 月 1 8 日

2 月 1 8 日

※添付書類:行程表、調査等先説明資料、要請・陳情書(写)、調査等先の名刺、写真、成果報告書他



志朔会行政調査行程表

.ー

一一一ー「一一一.

:;3jj察容
, 1 令~02年2月5日(水)

【りードj ヱグジピジヨaンジャパン(株) 1..・

も

2

a
 • 

2
・

12 入員 2名

・1 佐藤栄作韻
大城宏之議員

J，4 事務局連絡先。会場

0 ，【事務局】リード@エグジビジョンジゃ}f，Y'C株) , 1 _1 東京都新宿区西新宿日付 | 
| 新宿野村ビル18階，. | 

~Î' l会場】幕張メッセ , :1' 
千葉県千葉市美浜区中瀬2":1

一一一一一一一一一

一

h 

.・湖町句. 
, , . 
. 



-~:::::::~::，-:; ':::_---::-~-;:":_---------:_---:~て:..-~て:;;:.-.r.r.;. ム l:':-..:-_-..:-.r:..:-..:-..:-..:-..:-...:ユヲ::'，.;'"..:"...:-..:..:-..:'"..:-..:-...:"..:-..::ι:'"_-...:-...:γょ こ・三毛:-~去三4ユ._--τ---~---土勺:;.;:".:-:.r_-;f:;":-':;:':， . 
--_._-ラトヱ;--Y.:-ミ"，:~. .:-:-_"':..:'"..:-..:-..:-_-:_-:-.:-.r.:-.r.r.;::ιー_ ':-..:-____ .-.-,.:7...-__ ..:-.:".-:乙ウ丘三三"---ラZラ:3-Y-~三匂二住宅壬:-Er"T，Ç:":-E"::干当

書室
十

一一一円一'一一一一一一

幕張メッセ:第 3 団地方創生 EXPO (リ}ド・エグジピジョンジャパン(株)

主催)

2020 年 2 月 5 日(水) -----2 月 7 日(金)までの期間で、幕張メッセを会場として、リード

エグジピションジャパン(株)主催で第 3 回地方創生 EXPO が開催されたが、アクセンチ

ュア(株)アクセンチュア・イノベ}ションセンタ」福島センター長である中村彰二朗氏の

基調講演会を拝聴する目的で 2 月 6 日。ド)に行政調査を行った。この地方創生 EXPO の

内容だが、観，]ftt閥、インパウンド促進、移住・定住促進、自治体の ICT 利活用促進、地

域経済活性化、入手不足解消のソリューション、地域の健康促進など、地方創生の推進を支

えるあらゆるサーピスが出展しており、 2019 年実積として、来場者数: 25872 入、出展社

数: 457 社となっている。基調講演会が 16 時からの予定で、その数時間前に会場入りした

ので、様々な企業が出展している中でも興味を引くブース何社かに立ち寄り、説明を受けた。

その中で、東京大学と株式会社 E-konzal が共同研究している「エネルギ」システムの脱炭

素化施策の設計と実装およびコストエンジニアリング」が特に興味深く、「エネルギーシス

テムの脱炭素化施策の設計と実装およびコストエンジニアリング」についてだが、社会実装

テーマとして、(エネルギー技術、予測・補償EMS、電気代そのまま払いを統合した新しい

一一一一一一一事業ズキ=ょの設許ぎ実装lご工石--GU;首îJ減ご京続安定イt~ l:{[扇旺ゐ実現了五面否じニてお

• 

-
…
ご

り、目標スペック(性能、品質、耐久性(信頼性)、コスト等貢献する SDGs を記載) spec1 : 

電力取引ゲートクロ}ズ前の PV 予測誤差によるインパランス発生を燃料電池、省エネ家

電、蓄電池、 EV等により経済的に補償する技術システムを確立する。(現状、上記インパラ

ンス補償技術は実現していなし\) spec2: 供給域内の C02 を 30%以上削減し、経済性、系統

安定性を維持するシステムを確立。(現状 C02削減ほぼ 0) SDGs への貢献: SDGsNo.7.2 

(再生可能エネ)、 NO.7.3 (エネ効率)、 NO.13.2 (C02削減策)を目標としている。現行の

エネノレギーシステムのベンチマークとその問題点として、・再生可能電源の普及に固定価格

買取制度を利用しており、国民負担を増している0 ・旧一般電気事業者に PV等の予測誤差

に基づくインバランス補償を任せることにより、地域電力事業の NPV を正としている。­

PV等の変動性再生可能電源増加に伴い、電力系統の安定性が脅かされ、インバランス補償、

周波数制御、過渡安定度の維持などの問題が顕在化しているとの事で、実際の取組みとして、

電力小売部門の全面白由化と再生可能エネルギー電源の大量導入を考慮し、一括受電マン。

ションにおける電力融通システムの設計を行った他、電力系統における負荷周波数制御の

ための実証を行い、また、地域電力事業者の需給調整面の問題を、蓄電資源により解決する

可能性を検討した。まず、地域電力事業者のモデノレを構築し、次に定置型蓄電池の導入シス

テムを設計し、更に、合理的残存インバランス率という指標により、蓄電池導入効果を評価
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;e 
、

一

-c 

したとの事で、この取組みでは、高度な予測技術とインバランス補償システムの確立により、

電力システムの安定化に貢献しつつ、再生可能電源の普及を促進することが重要であると

一-の事。勾また、一省エネ/ルレギ-技術等への-ヲフアイ手こ十νス制度としレ-て「電気代そのまま払しい\j

計し、 J クレジット制度や家庭エコ診断制度の付カ日により改良された事業スキ}ムに基づく

グリーンパワ}モデレータの社会実装を行った他、「電気代そのまま払い」のコンテンツを

含むスマートフォン用のアプリケ}ションの開発を行ったとの事で、本市も地域新電力構

築に向けた取組みが推進されているが、との研究では現行のエネルギーシステムのベンチ

マークとその問題点をしっかり捉えた上で課題解決の為の研究開発がなされている事から、

本市の地域新電力導入に際し大変参考になる研究事例だと思った。

次に、基調講演会についてだが、 CSociety5.0 を実現する スマ」トシティ推進プラットブ

オーム「都市 OSJ '"事例:会津若松市における地方創生の構想と今後の展望~)という演

題でアクセンチュア・イノベ}ションセンタ}福島センタ)長である中村彰二朗氏の講演

会が開催され拝聴した。会津若松市では、 2011 年 12 月に復興計画を策定し、 2012 年から

「スマートシティ会津若松」の推進を掲げ、そのスマートシティ構想を実現するため、会津

若松市、会津大学・地元企業・地元に拠点を持つ大企業による産学官連携の団体「会津若松

(現・会津地域)スマートシティ推進協議会J を立ち上げ、事業を推進してきた。その参画

企業の1 つに、世界最大級の総合コンサノレティング企業である「アクセンチュア株式会社」

がいる。同社は、 2011 年 8 月に「福島イノベーションセンター(センター長・中村彰二朗

氏) J を設立した。取組みとして、.東日本の復興および日本の再生を実現するため、首都圏

二極葉市のヂザ不?亦ち交関E置請を展開亡在歪矛ヲデデ0?}'-lj '/ F{~~ ~百二パノレネッ ー 一一一

トワ}クとデータセンターの分散配置の推進、再生可能エネルギ}へのシフト、地域主導型

スマ}トシティ事業開発等、復興プロジェクトに取組んでいる。この講演会での所感だが、

会津若松市と会津大学そして企業間の産学官連携がしっかり図られている事で、会津若松

市の目指すビジョンが明確化していることと同時に、様々な実証実験のもと、実効性を伴っ

た取組みがなされている事から、先駆的なモデルとなる地方創生の仕組みづくりがしっか

り構築されている事が大変参考になった。また、企業と会津大学との連携の中で、今までだ

ったら、大学を卒業する学生は、ほぼ関東圏に就職をしていたが、今現在、このイノベ」シ

ョンセンターを核として、新たに参画する企業や地元企業、スタートアップ企業等が参画し

ている環境性の中において、卒業しても会津若松市に留まる学生が増加し、週末の飲食店で

は、若者で賑わっているとのお話も伺えた。人口減少や少子高齢化社会はどこの地方自治体

も抱える課題であるが、会津若松市の取組みは、その課題解決に資する施策の展開(学ぶ場、

雇用の創出→移住・定住者の増加→安定的な税収の確保→地域活性化+住みやすい、安心・

安全なまちづくり)が図れていると思う。本市には、産総研福島再生可能エネルギー研究所

とふくしま医療機器開発支援センターが立地しており、新たな産業の創出(新エネ、再エネ、

医療機器分野)が見込める環境性にあることから、本市も会津若松市の取組みを参考に、実

効性を伴う取組み(専門分野を研究している企業や各大学学部等を誘致する為の拠点整備、
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企業集積する為の産業道路等のインフラ整備等)を加速化させることが重要で、新産業創出

からの構築により、関連企業の集積が図れ、新たな雇用の創出はもちろんだが、本市からマ

一一一一一-Jtターツト(市場)ーをー世界各国陪広伊るチャシスともなり得、そうなれば獲得じた舛貨を本市一一一一ーー

に落とす事ができ、本市全体(本市の様々な業種、職種の企業等)の経済活性化及び人口減

9 
\..~γ 

6. 

少、少子高齢化社会の課題解決の一助となり得ると考えるが、まずは前述でも述べたが、本

市が積極的に受け皿整備をしっかりと確立し、実効性のあるものとすることが重要である

と思う。今現在、地方自治体が抱える共通課題解決の為に、各地方自治体は独自の政策立案

から施策の展開を図り、更なる地域活性化に向けた取組みが加速している状況を鑑みると、

既に都市間競争が生じている事から、本市も危機感を以って本市の更なる発展の為に取組
むべきと感じた。
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R@: 生活センシングに基づく;外出促進

参圏機関:九州大学

研提段階テーマ

:支える技術1:
電力利用ヂー告に基づく生活パ事ーンの検出

?二ーヲズ 、
哩低コストでプライバシーを考慮した(スマートメータを用い

にた)屋内の高齢者見守り
I ~要注意生活パターン(外出頭度の減少、不規則な生活)
l' の検出

・市場規模
・スマートメータは2024年までに日本の全世帯に導入予定
・・ 65歳以上の一人暮らしの世帯数は730万世帯(2030年)

四達成状況
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ペースとした外出促進

支える技術Z: 行動推繭!こ事l周目。
最適なパス運行情報の提供‘

スマートスピーカを利用した生活パターンの認識と行動推薦

支える技術~ • ~今後の課題と対応;自治体出資の電力会社との連携
乗り継ぎ抵抗軽減のためのパス運行情報を用いた 11

11 ・ 市民サービスシステムとして自治体が握供
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-ニーヌ;
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路線パスの運行情報を5秒間隔で
iデータ連携機構Iご投入

利用者の「乗れる/乗りたいバス」のぷ
情報生成=提示に活用

サービス外出促進情報提示諮行問::

アブリ「 一一一「

API 

.共進化

|独自のパスロケーションシ末手ムを開発|
機能をカスタム自由に泊スタふ可能。導入コストを抑えることができる。

.異常検知 移動困難者検矧属性識別 回遊促進
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生日見 町主主窓口町二設〆
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R2::宅巴リティサー巴ス車爾のリデザイン
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持続的共巡!~l曲i語日j成J住点 挙参園機関:横浜国立大学11hGSAロ関野自動車株式会社

研提駿階テーマ

狭I盗路の多い都市郊外の移動を支える

「狭小型EVJミス車両J

概要

横浜国立大学サテライト?では建築デザインの観点か邑将来の都市郊外のモピリ

ティのための車両を開発

入って行ける
訣曜時まで入って行ltる小型EV.パス

/ 
楽しく運転じた《なるような魅力(市民関与型運行を見据えて)'.

ザ社会的な関わりを促すような空間〔地域の居場所となる)

.，r r誰1λ取り残さないJためのインクルーシブ‘デザイン

絵ヨE

b 

‘
.
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・
・

1
1

.,
a' • • 

大きな出入口 風景に溶け込むシンプルな外観 シートI土浅めE高めで座フたり立ったりしやすいところと、
逝常のようにしっかりすわれる'ところを持つ.

R炉

止 [E七三日も
3 1 …の年い輔

,> 

囲むよラなシート

コンセプト
・パス運行のボトJレネックとなるような狭酷路で運行可能とする。

~4m道路(区画道路)で対向車とすれ違ω可能で、歩行者に威圧感を与えないため

に、 1.7mの車幅とする。て参考:中型パス2.3......2.5m、小型パス2m)

・まちの風景に映克る現れ。

・車内のコミュニケーション、出入りしやすでさ、乗客が車両内の狭さゆえに不快!こ感

じないようなインテリア

ー建築的なディテールの応用在検討

他車両との比較

国内外で開発されている新しい小型λス車両

(自動運転含む)は車幅1".9""'2.1m前後

コミュニテイI\ÃとLて利用されているパンやグ

リーンスローモピ1)ティに用いられるゴルフカー

トは車幅[ま狭いが乗合専用車両でない

今後

2021 年までのモデルガー制作を目指してデザインを具体化

こんなバ又があったらいい、という話、きかせてください!

http:// coi"""tms.ynu.acjp/ 

干240-8501 横浜市保土ケ谷区常盤台79--:-q 連絡先:担当に-お闘い合わせください。
横浜国立大学牛土木工学棟3F
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本研究課題の目的と意義
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@多f主なモピリテイを5君主吾泡E告 z 都市活動を支えるiIt喪なイYフラ

@大患のストックの」育老朽化+人口減少÷財源縮小暗克新闘機

@とくに前田J1出藍の維持管理の効本化'ífi'力化が捜緊叩課題=市民の隊f宵 x 入手不足 x 財源制約
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世暗の桁m筏買額、耳府間、E斬平足臨
書誌F生産年齢人口の持車予測

道路維持管理支援システムのアーキテクチャ

道路画像共有機構の開発，(横浜国立大学x:;h;州大学)。

保土ケ谷地区の道路メツテ寧両!こ搭載す忍ドライフ、レヨーダーの画像を
大学問で共有する仕組みを実装

社会実装テーマ:市町村道路維持管.理支援システム

ι モバイル道路点綴支援アヲリjこよ石舗装劣化等のイツシデジト情報の収集と蓄積

，甲車載カメラ画像!こよ吾道跨付属物'(カーブミラー、防護捌など)の破J員検出

。 ω既知インシデツトの自動監視と未知子ツシデジトの発見 4 道路維持修繕計画の最適化

技術x学理:路面性状の監視に特化したセツシツグ+画像鮒庁

e 道践のコy予β'S'YrJ{現況把援でI;J;なくL 中期・長期での維持修繕計画の立案支援の企
幽堕匙アセットマネジメントやI.i色 Cy品Aお邸内酬の視点。

, G，修議費用の予測モプJ!J構築のための問題箇所や補修箇所の壬こタリツグ。
.→細街路(市町村進)イメ→1で、ローコストで現場の要ポ精度を満たす技術

。維持補修の優先順位付Itの論理:維持修繕糞最小、健全度保持レペn殻大など
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地域x学理:アジャイ}[..開発で「現場で使い続けてもらえるJアブリヘ

@研究者視点:。大径のデータが欲しいサ多くの職員!こ日々の業務でアブリを使ってほしい

@現場のスタッフ視点 1本当の意味で業務に役立つ「携帯する!こf直するツール」がほしい
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